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(57)【要約】
【課題】防火性能を確保することができる引戸を提供す
る。
【解決手段】片引戸１０は、上下方向に延びる縦枠１３
と、縦枠１３と見付け方向に離間して配置され上下方向
に延びる方立１４と、縦枠１３の下部と方立１４の下部
とを連結する下枠１２と、縦枠１３の上部と方立１４の
上部とを連結する上枠１１と、を有し、構造物の開口部
に設けられる枠１と、枠１の内部に設けられ、躯体より
も室外側に配置される障子２と、躯体に固定され、下枠
１２を支持する第一ブラケット１００と、を備え、第一
ブラケット１００は、方立１４と見付け方向に重なる位
置に配置されていることを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向に延びる縦枠と、該縦枠と見付け方向に離間して配置され上下方向に延びる方
立と、前記縦枠の下部と前記方立の下部とを連結する下枠と、前記縦枠の上部と前記方立
の上部とを連結する上枠と、を有し、構造物の開口部に設けられる枠体と、
　前記枠体の内部に設けられ、前記構造物の躯体よりも室外側に配置される障子と、
　前記躯体に固定され、前記下枠を支持する下枠支持部材と、を備え、
　前記下枠支持部材は、前記方立と見付け方向に重なる位置に配置されていることを特徴
とする引戸。
【請求項２】
　前記下枠支持部材は、前記障子と見込み方向に重なる位置にまで延びている請求項１に
記載の引戸。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構造物の開口部に設けられる引戸に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、アルミ部材及び樹脂部材からなる障子２枚で構成された引違サッシにおいて
、障子の上框、下框及び縦框それぞれの端部に火災時に熱により発泡する加熱発泡材が設
けられたものが開示されている（下記特許文献１参照）。特許文献１の引違サッシでは、
加熱発泡材が、火災時に障子と枠体との間の隙間を塞ぐように構成されている。
【０００３】
　また、障子の枠体を構成する下枠の下部を支持するブラケット材が、構造物の躯体に固
定されている構成が知られている。このブラケット材は、閉位置にある障子の見付け方向
の両端部よりも中心側に配置されている。これにより、障子を支持する下枠の変形を防止
する構成とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２２５１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここで、障子１枚で構成される片引戸サッシでは、枠体は、閉状態における障子の戸先
側に配置される戸先側縦枠及び召合せ側に配置される方立と、戸先側縦枠の上端と方立の
上端とを連結する上枠と、戸先側縦枠の下端と方立の下端とを連結する下枠と、を有して
いる。この片引戸サッシでは、火災時に、燃焼により方立が上下方向に延び、方立から下
枠に下向きの力が作用する。上記に示す下枠の下部にブラケット材を設けた構成では、ブ
ラケット材は障子の見付け方向の両端部よりも中心側に配置され、方立の直下には配置さ
れていないため、下枠が室外側に倒れたり、潰れたりするように変形する。これにより、
サッシ障子が脱落してしまい、防火性能を確保することができないという問題点がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、障子の脱落を抑制して防火
性能を確保することができる引戸を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を採用している。
　すなわち、本発明に係る引戸は、上下方向に延びる縦枠と、該縦枠と見付け方向に離間
して配置され上下方向に延びる方立と、前記縦枠の下部と前記方立の下部とを連結する下
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枠と、前記縦枠の上部と前記方立の上部とを連結する上枠と、を有し、構造物の開口部に
設けられる枠体と、前記枠体の内部に設けられ、前記構造物の躯体よりも室外側に配置さ
れる障子と、前記躯体に固定され、前記下枠を支持する下枠支持部材と、を備え、前記下
枠支持部材は、前記方立と見付け方向に重なる位置に配置されていることを特徴とする。
【０００８】
　このように構成された引戸では、火災の熱により、方立が上下方向に伸びて、方立から
下枠に対して下向きの力が作用しても、障子を支持する下枠は、構造物の躯体に固定され
た下枠支持部材に支持されているため、下枠の変形は抑制される。よって、火災時におい
ても、下枠が障子を支持し、障子の脱落が抑制されるため、防火性能を確保することがで
きる。
【０００９】
　また、本発明に係る引戸は、前記下枠支持部材は、前記障子と見込み方向に重なる位置
にまで延びていることが好ましい。
【００１０】
　このように構成された引戸では、下枠支持部材は障子と見込み方向に重なる位置にまで
延びているため、障子の荷重を（下枠を介して）下枠支持部材で確実に荷重を受けること
ができる。下枠支持部材は躯体に固定されている。したがって、障子の荷重を躯体で受け
ることができるため、障子の脱落を防止でき防火性能が確保される。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る引戸によれば、防火性能を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係る引戸を室外側から見た室外側正面図である。
【図２】図１に示す引戸を室内側から見た室内側正面図である。
【図３】図１の矢視Ａ－Ａ断面図である。
【図４】図２の矢視Ｂ－Ｂ断面図である。
【図５】図３のＣ部拡大図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る引戸の下枠支持部材を（ａ）斜め上方から見た斜視図
であり、（ｂ）斜め下方から見た斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る引戸の下枠支持部材に止水材が取り付けられた状態を
（ａ）室外側から見た斜視図であり、（ｂ）室内側から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の引戸の一実施形態として、片引戸を例に挙げて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る引戸を室外側から見た室外側正面図である。図２は
、図１に示す引戸を室内側から見た室内側正面図である。図３は、図１の矢視Ａ－Ａ断面
図である。図４は、図２の矢視Ｂ－Ｂ断面図である。なお、図１，図３及び図４において
、網戸の記載を省略している。
　図１から図４に示すように、片引戸（引戸）１０は、構造物Ｂの開口部Ｗに固定された
枠（枠体）１と、枠１の内部に見付け方向にスライド可能に設置された障子２と、を備え
ている。本実施形態の片引戸１０は、勝手口等に設置されるものである。
【００１４】
　枠１は、見付け方向に延在する上枠１１及び下枠１２と、上枠１１の戸先側と下枠１２
の戸先側とを上下方向に連結する縦枠１３と、上枠１１の見付け方向中間部と下枠１２の
見付け方向中間部とを上下方向に連結する方立１４と、を有している。方立１４は、構造
物Ｂの壁等の躯体Ｂ１に固定されている。
【００１５】
　図５は、図３のＣ部拡大図である。
　以下、下枠１２の構成について詳細に説明する。図５に示すように、下枠１２は、アル
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ミ形材を用いて中空構造で形成されたアルミ下枠部材１２Ａと、アルミ下枠部材１２Ａの
上部に設けられ樹脂形材を用いて形成された樹脂下枠部材１２Ｂと、を有している。
【００１６】
　アルミ下枠部材１２Ａは、上面を形成する上壁部２０と、上壁部２０の室外側の端部か
ら下方に向かって折曲された室外壁部２９と、室外壁部２９の下端部から室内側に向かっ
て折曲された下壁部３０と、下壁部３０の室内側の端部から上方に向かって折曲された室
内壁部３９と、を有している。これら上壁部２０、室外壁部２９、下壁部３０及び室内壁
部３９は、一体に構成されている。
【００１７】
　上壁部２０は、室内側に配置された第一上面部２１と、第一上面部２１の室外側の端部
から下方に向かって折曲された第一上段部２２と、第一上段部２２の下端部から室外側に
向かって延びる第二上面部２３と、を有している。さらに、上壁部２０は、第二上面部２
３の室外側の端部から下方に向かって折曲された第二上段部２４と、第二上段部２４の下
端部から室外側に向かって延びる第三上面部２５と、を有している。さらに、上壁部２０
は、第三上面部２５の室外側の端部から下方に向かって折曲された第三上段部２６と、第
三上段部２６の下端部から室外側に向かって延びる第四上面部２７と、を有している。
【００１８】
　第三上面部２５には、上方に向かって延びる障子用レール２０Ｍが一体に形成されてい
る。障子用レール２０Ｍは、見付け方向に延びている。この障子用レール２０Ｍには、後
述する障子２の戸車部９が載置されている。これにより、障子２が障子用レール２０Ｍに
対して見付け方向にスライド可能とされている。
【００１９】
　第四上面部２７の室外側の端部には、上方に向かって延びる網戸用レール２０Ｎが一体
に形成されている。網戸用レール２０Ｎは、見付け方向に延びている。この網戸用レール
２０Ｎには、網戸７の戸車部７Ａ載置されている。これにより、網戸７が網戸用レール２
０Ｎに対して見付け方向にスライド可能とされている。
【００２０】
　アルミ下枠部材１２Ａの上壁部２０の上部には、樹脂下枠部材１２Ｂが設けられている
。樹脂下枠部材１２Ｂは、床面Ｆと略面一となるように設けられている。
【００２１】
　下壁部３０は、室内側に配置された第一下面部３１と、第一下面部３１の室外側の端部
から室外側に向かうにしたがって次第に下方に向かって傾斜する第一傾斜面部３２と、を
有している。さらに、下壁部３０は、第一傾斜面部３２の室外側の端部から下方に向かっ
て折曲された第一下段部３３と、第一下段部３３の下端部から室外側に向かうにしたがっ
て次第に下方に向かって傾斜する第二傾斜面部３４と、第二傾斜面部３４の室外側の端部
から室外側に向かって略水平に延びる第二下面部３５と、を有している。
【００２２】
　第一下面部３１の室内側の端部と室内壁部３９の下端部とは、角部３１Ｋで連結されて
いる。角部３１Ｋには、下方に向かって延びる取付壁部３６が一体に形成されている。取
付壁部３６には、見付け方向に離間して複数の取付孔３６Ｘが形成されている。
【００２３】
　第一傾斜面部３２の下面には、下方に向かって突出する第一ネジ取付部３２Ａ、第二ネ
ジ取付部３２Ｂが見込み方向に離間して設けられている。第一ネジ取付部３２Ａ及び第二
ネジ取付部３２Ｂは、見付け方向に延びている。縦枠１３（図１参照。以下同じ。）から
挿通されたネジ（不図示）が、第一ネジ取付部３２Ａ及び第二ネジ取付部３２Ｂそれぞれ
に螺合されている。これにより、縦枠１３とアルミ下枠部材１２Ａとは、連結されている
。
【００２４】
　上壁部２０の第一上面部２１と下壁部３０の第一下面部３１とは、上下方向に延びる第
一連結リブ２１Ｒにより連結されている。また、上壁部２０の第三上面部２５と下壁部３
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０の第一傾斜面部３２とは、上下方向に延びる第二連結リブ２５Ｒにより連結されている
。
【００２５】
　上壁部２０の第三上面部２５の下面には、Ｌ字状をなす下枠補強芯材６１が取り付けら
れている。下枠補強芯材６１は、縦枠１３の直下から方立１４の直下まで見付け方向にわ
たって設けられている。
【００２６】
　下枠補強芯材６１は、上壁部２０の第三上面部２５の下面に沿って配置される天板部６
２と、天板部６２の室外側の端部から下方に向かって折曲された壁部６３と、を有してい
る。
【００２７】
　天板部６２には、取付孔６２Ｘが形成されている。上壁部２０の第三上面部２５に形成
された取付孔２５Ｘから挿通されたネジ２５Ｚが、下枠補強芯材６１の天板部６２の取付
孔６２Ｘに螺合されている。これにより、下枠補強芯材６１は、アルミ下枠部材１２Ａの
第三上面部２５に取り付けられている。天板部６２の直上には、障子用レール２０Ｍが配
置されている。これにより、下枠補強芯材６１は、下枠１２に作用する障子２の荷重を支
持している。
【００２８】
　下枠補強芯材６１の壁部６３には、下向きコ字状をなす支持部材６５がリベット６５Ｚ
により固定されている。この支持部材６５の上部には、複数の下枠内加熱発泡材Ｈ１が積
層されネジ６５Ｙにより取り付けられている。これら下枠補強芯材６１、支持部材６５及
び下枠内加熱発泡材Ｈ１は、予め一体に組み付けられた状態で、アルミ下枠部材１２Ａの
端部からアルミ下枠部材１２Ａの中空空間内に挿入配置されている。
【００２９】
　下枠内加熱発泡材Ｈ１は、火災の熱によって発泡して膨張する公知のもので、シート状
に形成されて、火災の熱によって面外方向に発泡するように構成されている。そして、下
枠内加熱発泡材Ｈ１は発泡すると、アルミ下枠部材１２Ａの内部の空間部を塞ぐ。
【００３０】
　上記のアルミ下枠部材１２Ａは、第一ブラケット（下枠支持部材）１００及び第二ブラ
ケット１２０を介して構造物Ｂの躯体Ｂ１に取り付けられている。
【００３１】
　図６は、片引戸１０の第一ブラケット１００を（ａ）斜め上方から見た斜視図であり、
（ｂ）斜め下方から見た斜視図である。図７は、片引戸１０の第一ブラケット１００に止
水材１０３，１０４が取り付けられた状態を（ａ）室外側から見た斜視図であり、（ｂ）
室内側から見た斜視図である。
　図５から図７に示すように、第一ブラケット１００は、略Ｌ字状に形成されている。第
一ブラケット１００は、アルミ下枠部材１２Ａの下部を支持する支持部１０１と、躯体Ｂ
１の鉛直面に固定される固定部１０２と、支持部１０１と固定部１０２とを連結する連結
部１０９と、を有している。
【００３２】
　支持部１０１は、室内側に略水平に配置される第一支持面部１１１と、第一支持面部１
１１の室外側の端部から室外側に向かうにしたがって次第に下方に向かって傾斜する第一
屈曲面部１１２と、第一屈曲面部１１２の室外側の端部から室外側に向かって略水平に配
置される第二支持面部１１３と、を有している。さらに、支持部１０１は、第二支持面部
１１３の室外側の端部から室外側に向かうにしたがって次第に下方に向かって傾斜する第
二屈曲面部１１４と、第二屈曲面部１１４の室外側の端部から室外側に向かって略水平に
配置される第三支持面部１１５と、を有している。
【００３３】
　第一支持面部１１１には、見付け方向に離間して２個の長孔１１１Ｘ，１１１Ｘが形成
されている。また、第一支持面部１１１には、２個の１１１Ｘ，１１１Ｘの見付け方向略
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中央位置から見込み方向の室外側に離間した位置に、さらに長孔１１１Ｘが形成されてい
る。
【００３４】
　また、第一支持面部１１１の下枠１２側を向く上面には、発泡性の上側止水材１０３が
設けられている。上側止水材１０３には、第一支持面部１１１の長孔１１１Ｘと対応した
位置に、長孔１０３Ｘ及び室内側に向かって凹む凹部１０３Ｙが形成されている。この長
孔１１１Ｘ，１０３Ｘ及び凹部１０３Ｙには、下枠１２と方立１４とを連結する金具（不
図示）が配置される。
【００３５】
　第一ブラケット１００において、上側止水材１０３が、アルミ下枠部材１２Ａの第一下
面部３１の下面に当接するようにして配置されている。第二支持面部１１３は、アルミ下
枠部材１２Ａの第一傾斜面部３２の下方に形成された第一ネジ取付部３２Ａと当接するよ
うに配置されている。第三支持面部１１５の室外側の端部１１５Ｐは、アルミ下枠部材１
２Ａの第二傾斜面部３４及び第二下面部３５に当接している。
【００３６】
　固定部１０２には、見付け方向に離間して離間して複数の取付孔１０２Ｘ…が形成され
ている。また、固定部１０２の室内側を向く面には、発泡性の下側止水材１０４が設けら
れている。下側止水材１０４には、固定部１０２の取付孔１０２Ｘに対応した位置に、上
方に向かって凹む取付凹部１０４Ｘが形成されている。
【００３７】
　この固定部１０２の取付孔１０２Ｘ、下側止水材１０４の取付凹部１０４Ｘ及びアルミ
下枠部材１２Ａの取付孔３６Ｘに挿通されたネジ１０２Ｚが、躯体Ｂ１に螺合されている
。これにより、第一ブラケット１００はアルミ下枠部材１２Ａとともに躯体Ｂ１に固定さ
れている。
【００３８】
　図２に示すように、本実施形態では、上記の第一ブラケット１００が見付け方向に離間
して３箇所設けられている。第一ブラケット１００は、平面視において、縦枠１３の直下
よりも少し召合せ側のＡ部、方立１４の直下よりも少し戸先側のＢ部及び方立１４の直下
の全域から方立１４から戸先側と反対側にまで延びるＣ部に配置されている。
　なお、Ｃ部に配置された第一ブラケット１００は、平面視において、方立１４と完全に
重なる位置に配置されているが、方立１４の見付け方向中心の直下に少なくとも配置され
ていればよい。
【００３９】
　図５に示すように、第二ブラケット１２０は、略Ｌ字状に形成されている。第二ブラケ
ット１２０は、略水平に配置された板部１２０Ａが躯体Ｂ１に固定されるとともに、略鉛
直に配置された板部１２０Ｂがアルミ下枠部材１２Ａの室内壁部３９に固定されている。
【００４０】
　図１から図４に示すように、障子２は、見付け方向に延在する上框３及び下框４と、上
下方向に延在する戸先縦框５及び召合せ框６と、上框３、下框４、戸先縦框５及び召合せ
框６の内側に配置されるガラス８と、を有している。上框３、下框４、戸先縦框５及び召
合せ框６は、それぞれアルミ形材を用いて中空構造で形成されたアルミ部材３Ａ，４Ａ，
５Ａ，６Ａと、アルミ部材４Ａの室内側に設けられ樹脂形材を用いて形成された樹脂部材
３Ｂ，４Ｂ，５Ｂ，６Ｂとで構成されている。
【００４１】
　下框４は、室外側に配置される室外側側壁部４１と、室外側側壁部４１の見込み方向の
室内側に配置される室内側側壁部４２と、室外側側壁部４１の上部と室内側側壁部４２の
上部とを連結する上部連結板部４３と、室外側側壁部４１の下部と室内側側壁部４２の下
部とを連結する下部連結板部４４と、上部連結板部４３と下部連結板部４４との間に配置
された仕切板部４５と、を有している。これら室外側側壁部４１、室内側側壁部４２、上
部連結板部４３、下部連結板部４４及び仕切板部４５は、一体に形成されている。
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【００４２】
　室外側側壁部４１、上部連結板部４３、室内側側壁部４２及び仕切板部４５により、中
空空間である芯材収容空間部Ｓ１が形成されている。芯材収容空間部Ｓ１には、室内側に
向かって開口するコ字状の補強芯材５０が配置されている。補強芯材５０の下面には、芯
材加熱発泡材Ｈ２が、設けられている。芯材加熱発泡材Ｈ２は発泡すると、補強芯材５０
と仕切板部４５との間の空間部を塞ぐ。
【００４３】
　室外側側壁部４１の下部、室内側側壁部４２の下部及び下部連結板部４４により形成さ
れた下部空間部Ｓ３には、下方から下枠１２の障子用レール２０Ｍが配置されている。
【００４４】
　下部連結板部４４において、見付け方向両端部には、上下方向に貫通する戸車挿通孔部
４４Ｋが形成されている。室外側側壁部４１、仕切板部４５、室内側側壁部４２及び下部
連結板部４４とで形成された上部空間部Ｓ２と、下部連結板部４４の下方において室内側
側壁部４２と室内側側壁部４２との間に形成された下部空間部Ｓ３とは、戸車挿通孔部４
４Ｋを介して連通されている。
【００４５】
　下框４の見付け方向両端部において、上部空間部Ｓ２から下部空間部Ｓ３にまたがって
、戸車部９が配置されている。この戸車部９により、障子２は下枠１２（障子用レール２
０Ｍ）に沿って移動可能とされている。
【００４６】
　上記の片引戸１０において、第一ブラケット１００は、障子２と見込み方向に重なる位
置にまで延びている。本実施形態では、第一ブラケット１００の第三支持面部１１５の室
外側の端部１１５Ｐは、障子２の直下に配置されている。詳細には、第三支持面部１１５
の室外側の端部１１５Ｐは、障子用レール２０Ｍよりも室外側、つまり障子２の見込み方
向略中心よりも室外側に位置している。第三支持面部１１５の室外側の端部１１５Ｐは、
障子２の室外側端面２Ｐの直下に配置されている。
【００４７】
　このように構成された片引戸１０では、火災の熱により、方立１４が上下方向に伸びて
、方立１４から下枠１２に対して下向きの力が作用しても、障子２を支持する下枠１２は
、構造物Ｂの躯体Ｂ１に固定された第一ブラケット１００に支持されているため、下枠１
２の変形は抑制される。よって、火災時においても、下枠１２が障子２を支持することが
できるため、障子２の脱落が抑制され、防火性能を確保することができる。
【００４８】
　下枠１２内には、縦枠１３の直下から方立１４の直下まで見付け方向に伸びる下枠補強
芯材６１が設けられているため、下枠１２が障子２の荷重を確実に支持することができる
。さらに、第一ブラケット１００は、障子２と見込み方向に重なる位置にまで延びている
。よって、第一ブラケット１００は、障子２の荷重を（下枠１２を介して）、下枠補強芯
材６１を介して、確実に受けることができる。この第一ブラケット１００は躯体に固定さ
れている。したがって、障子の荷重を躯体で受けることができるため、障子２の脱落を防
止でき防火性能が確保される
【００４９】
　なお、上述した実施の形態において示した各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例で
あって、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等に基づき種々変更可能であ
る。
【００５０】
　例えば、Ａ部、Ｂ部及びＣ部に配置される第一ブラケット１００は、少なくとも方立１
４と見付け方向に重なる位置に配置されていれば、数や位置は適時設定可能である。
【００５１】
　また、上記に示す実施形態において、引戸は片引戸により構成されているが、本発明は
これに限られない。障子２枚により構成される引違戸や両開き戸にも適用可能である。
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【符号の説明】
【００５２】
１０…片引戸（引戸）
１…枠（枠体）
２…障子
３…上框
４…下框
５…戸先縦框
６…召合せ框
９…戸車部
１１…上枠
１２…下枠
１３…縦枠
１４…方立
５０…補強芯材
６１…下枠補強芯材
１００…第一ブラケット（下枠支持部材）
Ｂ…構造体
Ｂ１…躯体
Ｗ…開口部

【図１】 【図２】
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